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 ３ 学校教育の充実 

基本目標１ 「ふるさと廿日市」に愛着と誇りをもち、社会を生き抜く力を育む学校教育の充実 

社会が激しく変化する中で、次世代を担う子ども達が、「ふるさと廿日市」に愛着と誇りをもつ

とともに、生涯にわたり、自ら学び、考え、協働して課題を解決する力を身に付けることができる

ように、「主体的に」「協働的に」学ぶ取組を進めます。 

 

【平成３０年度当初予算の主な事業】 

(1) 社会のニーズに応じた教育の推進 

○ 情報化社会に対応するＩＣＴ教育の推進（小学校ＩＣＴ活用教育推進事業） 

4,818万円（○29 3,002万円） 

（中学校ＩＣＴ活用教育推進事業） 

                            3,327万 7千円（○29 2,428万 4千円） 

  子どもたちの学習への興味関心を高め、子どもたち同士が教え合い、学び合う学習を効果的

に展開するため、デジタル教科書への対応など、ＩＣＴ活用教育のための環境整備を推進し、

わかりやすい授業づくりをめざします。 

 

○ グローバル化に対応する外国語教育の充実（国際理解教育事業） 

                        5,178 万 9千円（○29 5,133万 5千円） 

  子どもたちの英語力を高め、外国の人々と積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度

を育成するため、ＡＬＴ（外国語指導助手）を宮島幼稚園、全市立小・中学校に配置します。 

  また、廿日市市内の中学生が基隆市（台湾）に行き、現地の中学生の家庭でホームステイし

たり、現地中学校の授業等を体験したりすることを通じて、交流を深めます。 

 

(2) 子どもたちの状況に応じた教育や心の教育の推進 

 ○ 安心して学べる集団づくり（中学校教育振興一般事業）  12 万 6 千円（○29 12万 8千円） 

   身のまわりの問題を自らの手で解決しようとする生徒の自主的・実践的な態度を育むため、

市内１０校の中学校の生徒会代表生徒が一堂に会する「生徒会サミット」を開催します。 

 

○ 相談、教育体制の充実（学校教育振興一般事業）   2,118万 8千円（○29 2,111万 4千円） 

（ハートウォーミング事業） 1,597 万 6 千円（○29 1,593万 8千円） 

（いじめ・不登校対策事業） 1,163 万 8 千円（○29 1,156万 4千円） 

（心の教室相談員事業）        596 万 2千円（○29 592万 6千円）  

子どもの心の悩みをしっかりと受け止めるために、小学校に生徒指導アシスタント、中学校

に心の教室相談員を配置します。また、教育委員会事務局には、スクールカウンセラー、ス

クールソーシャルワーカー、特別支援教育士を配置し、いじめや不登校、虐待等の様々な相

談に対応できる体制を整え、学校を支援します。 
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 ○ 学校における働き方改革の推進 

（学校教育振興一般事業）645万 6千円 

                （小学校管理運営事業）3,948 万 6 千円（○29 3,942万 8千円）

（中学校管理運営事業）  2,303万円（○29 2,280万円） 

   一人ひとりの子どもに寄り添う指導を行い、学校における働き方改革を着実に進めるため、

教務事務支援員を増員するとともに、部活動指導員を配置するなど、教職員の時間外勤務を減

少させ、子どもと向き合う時間を増やします。 

 

○ 特別支援教育の充実（小学校管理運営事業）  5,673 万 3 千円（○29 5,433万 1千円） 

（中学校管理運営事業）     1,675万 2千円（○29 1,725万 5千円） 

発達障がいをはじめとした、特別な支援が必要な児童生徒の学校生活をサポートするため、

特別支援教育支援員を配置します。 


